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(57)【要約】
　文書をレンダリングする方法を開示する。上記方法に
は、文書内の電話番号を識別することを含む。次いで、
上記電話番号のスポンサーシップ設定を決定する。さら
に、発信者アカウント設定を決定する。発信者アカウン
ト設定は装置のユーザに関連付けられ、上記装置は上記
文書を表示するように構成される。上記文書を変更して
、スポンサーシップ設定及び発信者アカウント設定に従
い電話番号を整形する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書をレンダリングする方法であって、
　前記文書内の電話番号を識別するステップと、
　前記電話番号のスポンサーシップ設定を決定するステップと、
　発信者アカウント設定を決定するステップであり、前記発信者アカウント設定は装置の
ユーザに関連付けられ、前記装置は前記文書を表示するように構成される、ステップと、
　前記スポンサーシップ設定及び前記発信者アカウント設定に従い前記電話番号を整形す
るように前記文書を変更するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記装置は、前記ユーザが前記文書から前記電話番号へのスポンサー提供される通話を
開始するとき、選択した広告を前記スポンサーシップ設定に従い再生するように構成され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スポンサーシップ設定は、前記装置のディスプレイにおける前記電話番号の整形情
報、又は前記電話番号に対するスポンサーシップ条件、又は前記電話番号への通話のスポ
ンサーのロゴを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記発信者アカウント設定は、スポンサー提供される通話を前記電話番号に対して行う
ためのユーザの選択を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記スポンサー提供される通話を開始する前に、前記装置は前記電話番号が例外リスト
に含まれないことを確認するように構成される、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　インターネットに接続するように構成された複数のエンドユーザ端末と、
　前記インターネットとＰＳＴＮ又はモバイルネットワークとを接続して前記複数のエン
ドユーザ端末のうち１つから前記ＰＳＴＮ又はモバイルネットワーク内の電話番号へ開始
された通話を経路決定するゲートウェイと、
　前記複数のエンドユーザ端末のうち前記１つに表示すべき文書を整形するページ整形部
と、
　を含むインターネットベースの通信システム。
【請求項７】
　前記文書は数値語を含み、前記ページ整形部及び前記装置のうち少なくとも１つが、前
記数値語が電話番号を表すかどうかを決定するように構成される、請求項６に記載のイン
ターネットベースの通信システム。
【請求項８】
　前記ページ整形部は、スポンサーシップ設定と前記複数のエンドユーザ端末のうち前記
１つのユーザの発信者アカウント設定とに基づいて前記文書を変更するように構成される
、請求項７に記載のインターネットベースの通信システム。
【請求項９】
　規則データベース、をさらに含み、前記規則データベースは前記電話番号の前記スポン
サーシップ設定に基づいた前記文書上の前記電話番号の整形設定を含み、あるいは前記ス
ポンサーシップ設定は前記電話番号に対するスポンサーシップ条件と前記電話番号への通
話のスポンサーのロゴとのうち少なくとも１つを含む、請求項８に記載のインターネット
ベースの通信システム。
【請求項１０】
　実行されたときに請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載のステップを実行するプロ
グラムを含むコンピュータ読取可能記憶媒体。
 



(3) JP 2014-528214 A 2014.10.23

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、概してパケットベースのネットワークを介した通信に関し、より
詳細には、広告により資金提供される（advertisement-funded）通話に関する。
【背景技術】
【０００２】
　いくつかの通信システムは、パーソナルコンピュータなどの装置のユーザがインターネ
ットなどのパケットベースのコンピュータネットワークを介して通信することを可能にす
る。こうした通信システムには、インターネットプロトコルを介した音声（“ＶｏＩＰ”
）通信システムを含む。これらのシステムはしばしば、従来の固定回線又はモバイルネッ
トワークよりもかなり低コストとなるため、ユーザにとって有益である。これは特に長距
離通信に当てはまる場合がある。ＶｏＩＰシステムを使用するために、ユーザはユーザ自
身の装置にクライアントソフトウェアをインストールし、実行する。クライアントソフト
ウェアは、ＶｏＩＰ接続と登録及び認証などの他の機能とを提供する。音声通信に加えて
、上記クライアントは、ビデオ通話、インスタントメッセージング（“ＩＭ”）、ＳＭＳ
メッセージング、ファイル転送、及びボイスメールなどのさらなる機能を提供することも
できる。
【０００３】
　パケットベース通信用の通信システムの１種類が、ピアツーピア（“Ｐ２Ｐ”）・トポ
ロジを使用する。ピアツーピア・システムへのアクセスを可能にするために、ユーザは、
Ｐ２Ｐソフトウェア提供者により提供されるＰ２Ｐクライアントソフトウェアをユーザ自
身のコンピュータにおいて実行し、Ｐ２Ｐシステムに登録しなければならない。ユーザが
Ｐ２Ｐシステムに登録するとき、クライアントソフトウェアはサーバからデジタル証明書
を提供される。いったんクライアントソフトウェアが証明書を提供されると、その後、通
話又は他の通信が順次セットアップされ、セットアップにおいてサーバをさらに使用する
ことなく、Ｐ２Ｐシステムのユーザ間で経路決定することができる。代わりに、上記クラ
イアントは、Ｐ２Ｐクライアントソフトウェア間で配信された、Ｐ２Ｐシステム内の他の
エンドユーザのコンピュータに関する情報から、所要のＩＰアドレスを検索する。したが
っていったん被発信者の端末のＩＰアドレスが決定されると、発信者のＰ２Ｐクライアン
トソフトウェアは次いで、被発信者のＰ２Ｐクライアントソフトウェアと証明書を交換す
る。ユーザ間のデジタル証明書（又はユーザ識別証明書（user　identity　certificates
）、“ＵＩＣ”）の交換は、ユーザ識別の証明と、ユーザがＰ２Ｐシステムにおいて適切
に権限を与えられ、認証されることとをもたらす。したがって、デジタル証明書の提示は
、ユーザの識別において信頼を提供する。ゆえに、ピアツーピア通信の特徴は、いったん
登録されたユーザが、配信されたアドレスの検索と１つ又は複数のデジタル証明書の交換
とに基づいて、こうした目的のためにサーバを用いることなく分散的な方法でＰ２Ｐシス
テムを介してユーザ独自の通信経路をセットアップできるということである。こうしたＰ
２Ｐシステムのさらなる詳細が特許文献１及び特許文献２に開示されている。ＶｏＩＰ又
は他のパケットベースの通信は、さらに、集中型の通話セットアップを使用しない非Ｐ２
Ｐシステムを用いて実装することもできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開公報第２００５／００８５２４号
【特許文献２】国際公開公報第２００５／００９０１９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　典型的には、ＶｏＩＰサービスを提供するサービス提供者が料金を徴収して、発信者は
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電話番号を呼び出すことができるようになる。必要とされるものは、こうしたサービスの
ユーザに対して無料の、又は減額したサービスをもたらすために、サービス提供者により
提供されるサービスについての第三者スポンサーシップを可能にするシステム及び方法で
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態において、文書をレンダリングする方法が開示される。上記方法には、上記
文書内の電話番号を識別するステップを含む。次いで、電話番号のスポンサーシップ設定
が決定される。さらに、発信者アカウント設定が決定される。発信者アカウント設定は、
装置のユーザに関連付けられ、上記装置は上記文書を表示するように構成される。上記文
書は、上記スポンサーシップ設定と発信者アカウント設定とに従い電話番号を整形するよ
うに変更される。
【０００７】
　別の実施形態において、インターネットベースの通信システムが開示される。インター
ネットベースの通信システムには、インターネットに接続するように構成された複数のエ
ンドユーザ端末と、上記インターネットとＰＳＴＮ又はモバイルネットワークとを接続し
て上記複数のエンドユーザ端末のうち１つから上記ＰＳＴＮ又はモバイルネットワーク内
の電話番号へ開始された通話を経路決定するゲートウェイと、上記複数のエンドユーザ端
末のうち上記１つに表示すべき文書を整形するページ整形部と、を含む。
【０００８】
　さらに別の実施形態において、実行されたときに文書をレンダリングする動作を実行す
るプログラムを含むコンピュータ読取可能記憶媒体が開示される。上記動作には、上記文
書内の電話番号を識別すること、上記電話番号のスポンサーシップ設定を決定すること、
及び発信者アカウント設定を決定することを含む。ここで、上記発信者アカウント設定は
装置のユーザに関連付けられ、上記装置は上記文書を表示するように構成される。上記動
作はさらに、上記スポンサーシップ設定及び上記発信者アカウント設定に従い上記電話番
号を整形するように上記文書を変更することを含む。
【０００９】
　限定ではないが、他の実施形態には、処理ユニットが開示の方法のうち１つ又は複数の
態様を実施することが可能となる命令を含む固定のコンピュータ読取可能記憶媒体と開示
の方法のうち１つ又は複数の態様を実施するように構成されたシステムとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本発明の上記で列挙された機能を詳細に理解できるように、実施形態を参照することに
より、上記では簡潔に要約された本発明のより具体的な説明を行うことができ、実施形態
のうちいくつかが添付の図面において図示される。しかしながら、添付の図面は本発明の
典型的な実施形態のみを図示しており、ゆえに本発明の範囲を限定するものと見なされる
べきではないことに留意されたい。本発明は他の同様に効果的な実施形態を認めることが
できるからである。
【図１】本発明の一実施形態による、インターネットに基づいた通信システムの概略的な
描写を図示する。
【図２】本発明の一実施形態による、エンドユーザ端末の論理図である。
【図３】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号を整形する例示的な処理を図示す
る。
【図４】本発明の一実施形態による、ページ整形部により行われる処理のフロー図を図示
する。
【図５】本発明の一実施形態による、電話番号を含むウェブ文書を図示する。
【図６】本発明の一実施形態による、電話番号を含むウェブ文書を図示する。
【図７Ａ】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号表示ブロックの例示的な描写を
図示する。
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【図７Ｂ】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号表示ブロックの例示的な描写を
図示する。
【図７Ｃ】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号表示ブロックの例示的な描写を
図示する。
【図７Ｄ】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号表示ブロックの例示的な描写を
図示する。
【図７Ｅ】本発明の一実施形態による、文書内の電話番号表示ブロックの例示的な描写を
図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　下記説明において、本発明のさらなる十分な理解を与えるために、多数の特定の詳細が
説明される。しかしながら、本発明はこれらの特定の詳細のうち１つ又は複数を用いずに
実施することができることが、当業者に明らかになるであろう。他の例としては、本発明
を分かりにくくすることを回避するために、周知の機能が説明されていない。
【００１２】
　本開示における「一実施形態」又は「ある実施形態」という表現は、上記実施形態に関
連して説明された特定の機能、構造又は特徴が本発明の少なくとも１つの実施形態に含ま
れることを意味する。したがって、本明細書の種々の箇所における「一実施形態において
」又は「ある実施形態において」という表現の出現は、必ずしもすべて同一の実施形態を
参照するものではない。さらに、上記の特定の機能、構造又は特徴は、１つ又は複数の実
施形態において任意の適切な方法で組み合わせることができる。
【００１３】
　好ましい実施形態において、本発明は、ウェブページ、又は画面に表示された他の文書
上で電話番号（群）を検出することに応じて上記ウェブページに１つ又は複数の電話番号
を表示するための命令を読み出す。「ウェブページ」という用語は、分かりやすくするた
めに用いられていることに留意されたい。しかしながら、当業者は、本明細書に記載のシ
ステム及び方法がテキストデータを含む他の種類の文書に同様に適用されうることを理解
するであろう。こうした文書のいくつかの例には、ＸＭＬファイル、ドキュメントファイ
ル、スプレッドシート、プレゼンテーションファイルなどがある。文書における電話番号
の認識は、米国特許出願番号第２００２／０２７４５１０号に記載されており、上記米国
特許出願は本明細書において参照により援用される。したがって、ウェブページ又は他の
文書は、特定の形式を有する番号又は英数字列が通話のためにクリックすべきアイコンと
して表示されるように再レンダリングされ、それによりユーザは上記アイコンをクリック
することを介してＶｏＩＰ通話を開始することが可能となる。こうした電話番号認識に加
えて、本発明の好ましい実施形態では、次いで、検出された番号に関連付けられた情報（
と、随意的にウェブページ又はユーザに関する情報と）が読み出され、使用されて、ペー
ジが再レンダリングされる。上記情報は、ユーザ機器において検出された電話番号を含む
クエリを組み立て、次いでサーバに上記クエリを送信することによって読み出すことがで
き、上記サーバは、上記クエリを処理し、ページの一部分を再レンダリングする命令と共
に応答する。上記命令は、上記番号をどのように表示すべきかを示すことができ、あるい
はクリッカブル通話アイコン又は同様のものを上記番号に関連させて挿入すべきであるこ
とを規定することができる。
【００１４】
　この方法において、特定の番号を、別の基準と関連させて別様に扱うことができる。例
えば、あるユーザとの関わりがより大きい番号、又は第三者により支払いが行われる番号
は、通話をより容易に確立することができるように、より目立つようにウェブページ上に
表示することができる。
【００１５】
　通話が確立される前にユーザに通話の費用が分かるように、価格情報を読み出し、番号
の隣に表示することができる。別の実施形態において、表示された番号への通話が広告主
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によりスポンサー提供される場合、表示をそれに応じて変更して、表示された番号への通
話が無料であることをユーザに対して示すことができる。しかしながら、こうしたケース
において、通話が接続される前、又は双方に、短いオーディオ、ビデオ、Ａ／Ｖ、又はリ
ッチメディアの広告を再生することができる。一実施形態において、ビデオ広告を、通話
の有効期間中に表示上で再生し続けることができる。したがって、Ｐ２Ｐ若しくは他のＶ
ｏＩＰ又はパケットベースの通信は、有利なことに、関連する情報及び／又はコントロー
ルをユーザ用の使いやすい、又は普段使用される作業環境へと統合することにより、ユー
ザがより容易に利用しやすくなる。
【００１６】
　上述したように、変更されたページはクリッカブル通話アイコンなどのコントロールを
提供することができ、上記コントロールによりユーザは関連のある通話相手と通信を確立
することが可能となる。しかしながら、代替的に、又は追加的に、いったん電話番号が認
識され、処理のためにサーバに送信されると、上記電話番号についてのさまざまな他の活
用可能性が存在する。一例が、上記番号が属する都市コードと関連させて位置検索を実行
し、位置固有のサービスを提案することである。別の例が、逆ディレクトリ検索を実行し
て上記電話番号などに関連付けられた名前などの上記番号に関する更なる情報を見つけ出
し、次いで上記の会社名又は人名と関連させてディレクトリサービスを提供することであ
る。
【００１７】
　図１は、通信システム１００の概略図である。通信システム１００は、インターネット
１０２などの少なくとも１つのパケットベースのネットワークを含み、インターネット１
０２は、ラップトップコンピュータ１１２ａ、１１２ｄ、モバイルフォン１１２ｂ、デス
クトップコンピュータ１１２ｃ、タブレット型コンピュータ１１２ｅ、及びウェブサーバ
１０４などの複数の相互接続要素のうち１つ又は複数を含む。通信システム１００は、さ
らに、広告サーバ１１６及びページ整形部（page　formatter）１０６を含む。規則デー
タベース（ＤＢ）１１４が、直接的に、又はインターネット１０２を介してページ整形部
１０６に接続されることができる。電話ゲートウェイ１０８がさらに含まれて、ＰＳＴＮ
又はモバイルネットワーク１１０への通話を経路決定する（route）ことができる。ネッ
トワーク要素のうち少なくともいくつかが、インターネット１０２のうち残りの部分に相
互接続され、インターネットプロトコル（ＩＰ）パケットの形式でデータを送信及び受信
することにより、インターネットを介して他のこうした要素とデータ通信するように構成
される。インターネット１０２に接続される各要素は、さらに、インターネット内で上記
要素の位置を示す、関連付けられたＩＰアドレスを有する。図１に明示的に示された要素
以外に多くの他の要素がインターネット１０２に接続されうることを、当業者は理解する
であろう。例えば、Ｐ２Ｐサーバが通信システム１００に含まれてよい。他のエンドユー
ザ端末（例えば、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、スマートフォ
ン、タブレット型コンピュータなど）、サーバ、及びゲートウェイと、インターネットサ
ービスプロバイダ（ＩＳＰｓ）のルータ、及びインターネット基幹ルータとが、さらに通
信システム１００に含まれてよい。
【００１８】
　一実施形態において、複数のエンドユーザ端末の各々は、Ｐ２Ｐクライアントアプリケ
ーションを含む通信ソフトウェアを含み、それにより、エンドユーザ端末から電話番号を
呼び出す機能をさらに含むことができる。Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションが実行さ
れるとき、エンドユーザ端末（例えば１１２ａ～１１２ｅ）は、Ｐ２Ｐ通話セットアップ
（又は、より一般的には接続セットアップ）を用いてインターネットを介して他の上記の
ようなエンドユーザ端末、又はＰＳＴＮ電話と双方向性の通信チャネルを確立することが
可能となる。一実施形態において、Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションはさらに互いの
プレゼンス情報を共有し、それによりユーザの稼働状態を提供する。各ユーザのプレゼン
ス情報は、好ましくは、少なくとも部分的にユーザ自身により定義される。分散型の通話
セットアップを補うために、Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションは、ユーザの連絡先の
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名称を提供する連絡先リスト、Ｐ２Ｐサーバ内でのユーザ自身を表すためにユーザにより
選択された画像である「アバター」などの、いくつかのさらなる情報をＰ２Ｐサーバ（図
示せず）から読み出すことができる。
【００１９】
　エンドユーザ端末１１２ａ～１１２ｅのうち１つ又は複数が、ウェブブラウザなどの文
書ブラウザクライアントソフトウェアをさらにインストールされる。文書ブラウザクライ
アントソフトウェアが実行されるとき、エンドユーザ端末１１２ａ～１１２ｅは、ウェブ
ページの形式の電子文書（又は、ドキュメントファイル、ＸＭＬファイル、ＰＤＦファイ
ル、ＸＬＳファイルなどの他の形式の電子文書）をウェブサーバ１０４から読み出し、上
記電子文書をユーザの制御下にある画面に表示することが可能となる。エンドユーザ端末
１１２ａ～１１２ｅは、ウェブページ／ウェブ文書を表示する能力があり、インターネッ
ト１０２に接続する任意のコンピュータ装置であってよいことに留意されたい。ボイスオ
ーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）固定電話１１３が、インターネット１０２にさらに接続されてよ
い。ＶｏＩＰ電話はＰ２Ｐサーバ１０６と通信するように構成される。
【００２０】
　Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションは、さらに、インターネット１０２とＰＳＴＮネ
ットワーク及び／又はモバイルセルラーネットワーク１１０との双方に接続されたゲート
ウェイ１０８にインストールされてよい。これにより、エンドユーザ端末１１２ａ～１１
２ｅ上で実行されるＰ２Ｐクライアントアプリケーションは、一般の固定回線電話及び／
又は携帯電話自体がＰ２Ｐクライアントアプリケーションを実行しておらず、インターネ
ット１０２に直接的に接続されていないとしても、上記一般の固定回線電話及び／又は携
帯電話それぞれと通信することが可能となる。この場合、エンドユーザ端末１１２ａ～１
１２ｅ上のＰ２Ｐクライアントアプリケーションは、インターネットを介してＰ２Ｐ通話
セットアップを用いてゲートウェイ１０８上のＰ２Ｐクライアントアプリケーションとの
接続をセットアップし、かつ上記接続に電話番号を与え、ゲートウェイ１０８は、上記電
話番号を使用してＰＳＴＮ又は／及びモバイルネットワーク１１０を介して上記の電話と
の接続をセットアップする。
【００２１】
　一実施形態において、特定のエンドユーザ端末１１２ａが関連付けられた電話番号を有
していない場合、ゲートウェイ１０８又はＰ２Ｐサーバのいずれかが、ＰＳＴＮ又はモバ
イルネットワーク１１０のいずれかの中の電話番号への通話をセットアップする前に、一
時的な発信用の識別（発信者識別番号とも呼ばれる）を割り当てることができる。一実施
形態において、上記の一時的な電話番号は、ランダムな番号であってよく、あるいはユー
ザ又はＰ２Ｐサーバにより予め構成されてよい。
【００２２】
　ページ整形部１０６は、一実施形態において、エンドユーザ端末１１２ａ～１１２ｅに
より使用されて、文書がエンドユーザ端末ディスプレイに表示されている間に、又は表示
される前に、又は表示された後に、文書を整形する。一実施形態において、ページ整形部
１０６は文書（又は、文書の１つ又は複数のセクション）を解析して文書内の電話番号を
見つけ出し、見つけ出された電話番号を設定及び規則に従って種々の方法で整形する。電
話番号は、エンドユーザ端末１１２ａの位置に基づいて電話番号を容易にダイヤル可能に
するために、いくつかの部分を含み、又は削除するようにさらに修正又は変更することが
できる。例えば、文書内で見つけ出された番号のうち１つが外国の電話番号であり、エン
ドユーザ端末１１２が現在別の国に位置していると決定された場合、国コードを追加する
ことができる。一実施形態において、規則ＤＢ１１４は、ページ整形部１０６が番号を整
形するのに役立つ規則及び設定を含む。１つの代替的な実施形態において、あるアプリケ
ーションがエンドユーザ端末１１２ａ自体において実行されて、ページ整形部１０６のい
くつかの機能又はすべての機能を実行することができる。例えば、ブラウザプラグインを
使用して文書を整形することができる。
【００２３】
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　図２の略ブロック図２００は、インターネット１０２を介して動作するＰ２Ｐシステム
の端末としての機能を果たすように構成されたエンドユーザ端末１１２ａを示す。エンド
ユーザ端末１１２ａは、インターネット１０２に接続するためのモデムなどのネットワー
クインタフェース２１０と、ハードドライブ又はフラッシュメモリなどの不揮発性記憶装
置２０８と、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２０４などの揮発性メモリ装置とに動作
可能に接続されたＣＰＵ２０２を含む。エンドユーザ端末１１２ａはさらに、例えばキー
ボード、マウス、マイクロホン及びウェブカメラといった形の１つ又は複数のユーザ入力
装置を含み、各々がＩ／Ｏインタフェース２１２を介してＣＰＵ２０２に動作可能に接続
される。エンドユーザ端末１１２ａはさらに、例えばディスプレイ画面及びスピーカとい
った形の１つ又は複数のユーザ出力装置を含み、再びになるが各々がＣＰＵ２０２に動作
可能に接続される。記憶装置２０８は、オペレーティングシステム（ＯＳ）２０６と、ウ
ェブブラウザ２１４の形式の文書ブラウザクライアントアプリケーションと、クライアン
トＵＩ２１８、クライアントエンジン２２０及びＩ／Ｏレイヤ２２２を含むＰ２Ｐクライ
アントアプリケーションを含むパケットベースの通信ソフトウェアとを少なくとも含むソ
フトウェアを記憶する。エンドユーザ端末１１２ａの起動又はリセットにおいて、オペレ
ーティングシステムソフトウェア２０６は、ＲＡＭ２０４に自動的にロードされ、そこか
らＣＰＵ２０２上で実行されることにより動作する。いったん動作すると、オペレーティ
ングシステム２０６は次いで、ウェブブラウザ２１４（及び、ブラウザプラグイン／ツー
ルバー２１６）とＰ２ＰクライアントアプリケーションとなどのアプリケーションをＲＡ
Ｍ２０４にロードし、ＣＰＵ２０２上で実行することにより、上記アプリケーションを動
作させることができる。
【００２４】
　一実施形態において、Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションは、３つの基本レイヤ、す
なわち、入出力２２２、クライアントエンジンレイヤ２２０、及びユーザインタフェース
（ＵＩ）レイヤ２１８を含む。ウェブブラウザアプリケーション２１４、Ｐ２Ｐクライア
ントアプリケーション、及びＰ２Ｐツールバー／アドオン／プラグインアプリケーション
２１６は、オペレーティングシステム２０６において実行される。このことは、マルチタ
スキング環境において上記アプリケーションがオペレーティングシステム２０６による実
行のためにスケジュールされることを意味し、さらに、ウェブブラウザアプリケーション
２１４、及びＰ２ＰクライアントアプリケーションのＩ／Ｏレイヤ２２２への入力装置か
らの入力と、ウェブブラウザアプリケーション２１４、及びＰ２Ｐクライアントアプリケ
ーションのＩ／Ｏレイヤ２２２からの出力装置への出力とを、オペレーティングシステム
２０６の適切なドライバ及び／又はＡＰＩを介して伝えることができることを意味する。
【００２５】
　一実施形態において、Ｐ２ＰクライアントアプリケーションのＩ／Ｏレイヤ２２２は、
オーディオコーデック及び／又はビデオコーデックを含み、上記オーディオコーデック及
び／又はビデオコーデックは、到着する符号化されたストリームを受信し、上記ストリー
ムを復号して適切な形でスピーカ（図示せず）及び／又はディスプレイ（図示せず）に出
力し、また、符号化されていないオーディオデータ及び／又はビデオデータをマイクロホ
ン（図示せず）及び／又はウェブカメラ（図示せず）から受信し、上記データを符号化し
てストリームとして通信システム１００（又はＰ２Ｐシステム）のエンドユーザ端末１１
２ａ～１１２ｅに送信する。Ｉ／Ｏレイヤ２２２は、さらに、インターネット１０２のエ
ンドユーザ端末１１２ａ～１１２ｅ間の制御情報を信号伝達する制御信号プロトコルを含
むことができる。そして、クライアントエンジン２２０は、Ｐ２Ｐアドレス検索及び認証
による通話又は他の接続の確立などの、上述したような通信システム１００の接続管理機
能を扱う。クライアントエンジン２２０は、さらに、ユーザの最新の連絡先リスト及び／
又はアバター画像を通信システム１００内のＰ２Ｐサーバに対して供給すること、あるい
はユーザの最新の連絡先リストを読み出すこと、及び他のユーザの最新のアバター画像を
Ｐ２Ｐサーバから読み出すことなどの、通信システムの他の補助的な機能を担当すること
ができる。さらに、クライアントエンジン２２０は、パブリックＡＰＩを介して連絡先リ
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スト内のユーザの他のクライアントからプレゼンス情報を読み出し、かつユーザ自身のプ
レゼンス情報をネットワーク上の上記他のクライアントに相互に提供する。パブリックＡ
ＰＩを介した直接的なクライアント間のプレゼンス情報の交換は好ましい選択肢であるが
、代替的に、プレゼンス情報はＰ２Ｐサーバなどの中間ノードを介して交換することがで
きる。
【００２６】
　ＵＩレイヤ２１８は、ディスプレイを介してユーザに復号されたビデオを提示すること
、提示する出力をボタン及びメニューなどのユーザコントロールと共にディスプレイに配
置する方法、並びに提示したコントロールを介してユーザからの入力を受け取ることを担
当する。Ｐ２ＰクライアントアプリケーションのＩ／Ｏレイヤ２２２は、Ｐ２Ｐツールバ
ー／アドオン／プラグイン２１６とやりとりすることができるように構成され、Ｐ２Ｐツ
ールバー／アドオン／プラグイン２１６は、ウェブブラウザアプリケーション２１４と、
好ましくはすべてＯＳ２０６の制御下において、やりとりすることができるように構成さ
れる。
【００２７】
　図３は、ＨＴＭＬページ、ＸＭＬページ、ワープロ文書など、又はそれらの組み合わせ
などの文書を整形するフロー図３００を図示する。したがって、ステップ３０２において
、ページを、インターネット１００内のサーバなどの情報源からロードする。文書をエン
ドユーザ端末１１２ａがロードして、エンドユーザ端末１１２ａのユーザに対して上記文
書を表示する。判断ステップ３０４において、処理すべき番号がロードされた文書内にさ
らに存在するかどうかを決定する。もし存在する場合、判断ステップ３０８において、文
書内に見つけ出された番号が電話番号であるかどうかを決定する。文書における電話番号
の認識については米国特許出願番号第２００２／０２７４５１０号に記載されており、上
記米国特許出願は本明細書において参照により援用される。加えて、一実施形態において
、文脈論理を使用して文書内の選択した番号が電話番号であるかどうかを決定する。例え
ば、電話呼び出し又は連絡を取ることを対象にした文章又はテキストブロック内に番号が
出現する場合である。例えば、「詳しい情報については２０２－５５５１２１２に電話し
てください」という文章内の番号は、文章の文脈から、電話番号である可能性が高い。す
なわち、例えば、「電話」「連絡先」などの単語が番号の近くに出現する場合、上記番号
は電話番号である可能性が高い。別の例において、文脈情報に基づいて、「合計３７４５
９０９人の生徒が２００８年にカリフォルニアスクールに参加した」という文章における
１番目の番号は電話番号ではなく、２番目の番号もまた、上記番号が非常に短く、文脈情
報が２番目の番号は電話番号であると示唆しないため、電話番号ではないと決定すること
ができる。別の実施形態において、文書タグ（例えば、ＸＭＬタグ、ＨＴＭＬタグ）が文
書の文脈情報に対して独立して、又は関連してのいずれかで使用されて、文書内の電話番
号を識別することができる。
【００２８】
　判断ステップ３０８において、上記番号が電話番号ではない場合、本制御は判断ステッ
プ３０４に戻る。上記番号が電話番号である場合、ステップ３１０において、エンドユー
ザ端末１１２ａの位置を決定する。上記位置を使用していくつかの文脈論理に基づいて電
話番号を整形することができる。例えば、文書が電話番号２０２－５５５１２１２を含む
場合、上記文書自体の中、又は関連する文書の中に提供される情報に基づいて、組織又は
人間の位置について決定を行うことができる。上記文書内、又は関連する文書内（例えば
、大抵のインターネットサイトは、「連絡先はこちら」というページを含む）に見つけ出
された文脈情報の利用に加えて、さらに、世界、又は少なくともいくつかの国におけるエ
リアコードのデータベースを維持して電話番号の宛先国の識別に役立てることができる。
【００２９】
　ステップ３１２において、電話番号を整形して、番号の呼び出しに必要な情報をすべて
含ませる。例えば、文書をロードしたエンドユーザ端末の位置が米国以外の国の中であっ
た場合、番号“２０２－５５５１２１２”を“００１２０２５５５１２１２”に整形する
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ことができる。しかしながら、エンドユーザ端末の位置が米国の中であることが見出され
た場合、上記番号は、変更しないままとしてよく、あるいは“１２０２５５５１２１２”
に変更することができる。一実施形態において、フリーダイヤル番号と対応する市外局番
とのマッピングをデータベース又はデータ記憶部内に維持することができ、エンドユーザ
ステーションが外国に位置することが見出された場合、フリーダイヤル番号を対応する市
外局番で置換することができる。
【００３０】
　さらに、例外リストを維持して、電話番号を呼び出すことが認められているかどうか、
又は少なくとも、上記番号をスポンサーシップ（sponsorships）により無料で呼び出すこ
とが認められているかどうかを決定することができる。例えば、いくつか又はすべての９
００番のシリーズを例外リストに配置することができる。別の実施形態において、無料通
話のスポンサーは、上記番号へのスポンサー提供された（sponsored）呼び出しを許可し
ないように例外リストを構成することができてよい。
【００３１】
　判断ステップ３１６において、電話番号が例外リスト内に発見された場合、本制御はス
テップ３０４に戻る。そうでない場合、ステップ３１８において、電話番号への通話のス
ポンサーシップが決定される。スポンサーシップの決定は、上記電話番号への通話に対し
て資金提供するスポンサーの可用性、発信者のアカウントにおけるクレジット通話（call
ing　credits）の可用性などのいくつかの要素に基づくことができる。例えば、電話をか
けることが十分可能なクレジットを発信者が有する場合、上記発信者は、無料の、又は減
額された通話を行う代わりに広告を見たり聞いたりすることに代わって、クレジット通話
を使用することを選択することができる。次いで、ステップ３０６において、文書を整形
して、視覚的な特性及び／又は他の区別する特性を電話番号の表示に追加する。一実施形
態において、文書を整形する処理は、上記文書内のすべての番号を処理した後に行われる
。特にＨＴＭＬ５、ＡＪＡＸなどの技術を使用するところの、他の実施形態において、文
書内の個々のセクションは、文書全体が上記電話番号に関して処理されることを待つこと
なく、表示上で整形し、更新することができる。
【００３２】
　フロー図３００のいくつかのステップを省略することができることを、当業者は認識す
るであろう。例えば、いくつかの実施形態において、ステップ３１０及び／又は３１４を
省略することができる。一実施形態において、フロー図３００のステップは図３に表した
とおりの順序で行われる。しかしながら、他の実施形態において、上記ステップは別の順
序で行うことができる。例えば、ステップ３１４をステップ３１２の前に行うことができ
る。
【００３３】
　図４は、ページ整形部１０６（図１）によって規則を適用するためのフロー図４００を
図示する。しかしながら、ステップのうちの少なくともいくつかは、本発明の本質から逸
脱することなくエンドユーザ端末１１２ａ～１１２ｅにおいて実行することができること
を、当業者は理解するであろう。したがって、ステップ４０２において、ページ整形部は
エンドユーザ端末１１２ａからデータを受信する。受信したデータには、数字又は／及び
単語を含む。ステップ４０４において、ページ整形部は、データベース内で数字／単語を
検索して、入力数字又は単語がスポンサーシップ設定に基づいたいくつかの設定、ロゴ、
情報などに対応するかどうかを決定する。ステップ４０６において、規則ＤＢ１１４が問
い合わせされて、入力数字又は単語に関連付けられたどんな規則も読み出す。この処理は
、図３のステップ３１８又は３０６の間に起動することができる。他の実施形態において
、この処理は、さらに、フリーダイヤル番号用の対応する市外局番を見つけ出すためなど
に起動することもできる。ステップ４０８において、受信したデータは、もし見つけ出さ
れたら規則に従って変更し、ステップ４１０において、変更したデータを発信者（例えば
、ブラウザアプリケーション２１４）に送信して戻す。
【００３４】
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　図５は、ディスプレイでの閲覧用に開くときに目にされるであろうような、ウェブブラ
ウザアプリケーション２１４の例示的なユーザインタフェース５００を概略的に図示する
。このユーザインタフェースには、ブラウザアプリケーション２１４の種々の機能にアク
セスするためのメニュー５０４を含む。ユーザインタフェース５００は、さらに、戻る、
進む、更新及び停止のコントロール、並びに／又はウェブアドレスを入力するアドレスバ
ーなどのナビゲーションコントロール５０８を含み、ナビゲーションコントロール５０８
によりユーザは種々のウェブページにアクセスし、種々のウェブページ間を移動すること
が可能となる。したがって、ユーザは、１つ又は複数のウェブサーバからどのウェブサイ
トを読み出し、表示すべきかを選択することができる。ユーザインタフェース５００は、
さらに、実際に選択したウェブページ自体５０６の表示を含む。上記ウェブサイトは、テ
キスト形式、又は可能性としてグラフィック形式の種々の数字又は英数字の文字を含む。
【００３５】
　ユーザインタフェース５００は、さらに、１つ又は複数のツールバー５０２を含むこと
ができ、ツールバー５０２は、ブラウザアプリケーション２１４と関連して実行される１
つ又は複数のツールバーアプリケーションのしるしを示す。ツールバーはさらに、ユーザ
がツールバーアプリケーション又はその機能にアクセスすることを可能にするコントロー
ルを含むことができ、したがってユーザは上記コントロールをウェブクライアントのユー
ザインタフェースを介して選択又は制御することができる。一実施形態において、ブラウ
ザアプリケーション２１４は、“Ｓ”により示される、ウェブブラウザアプリケーション
２１４と関連させて実行することができるツールバーを含むことができ、これにより、ツ
ールバーアプリケーションが実行中であることがユーザに少なくとも示され、クリックし
たときに上記ツールバーの機能のＰ２Ｐクライアントアプリケーションへのアクセスを可
能にすることができる。さらに、アドオン／プラグイン／ツールバー２１６は、ウェブブ
ラウザ２１４及びＰ２Ｐクライアントアプリケーションの双方とデータをやりとりするこ
とができる。Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションのユーザインタフェース２１８がディ
スプレイでの閲覧用に開かれていないときでさえ、アドオン／プラグイン／ツールバー２
１６はなお実行中で、ウェブブラウザアプリケーション２１４とやりとりすることができ
、Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションをウェブブラウザ２１４のユーザインタフェース
を介して起動させることができる。
【００３６】
　アドオン／プラグイン／ツールバー２１６はウェブブラウザ２１４とやりとりして、閲
覧のためにユーザにより現在選択されているウェブページから情報を読み取ることができ
る。アドオン／プラグイン／ツールバー２１６は、次いで、特定の所定形式のうち１つ又
は複数に合致する形式を有する番号についてウェブページをスキャンする。上記を実装す
るための一例が米国特許出願番号第２００２／０２７４５１０号に記載されている。例え
ば、アドオン／プラグイン／ツールバー２１６は、“０８００”又は“０８７１”で始ま
り、さらに６桁が続く番号が電話番号であること、及び“０１”又は“０２”で始まり、
さらに９桁が続く番号が電話番号であることを認識することができる。こうした形式をエ
ンドユーザ端末１１２ａにローカルに記憶することができ、あるいはデータのブロックを
ページ整形部１０６に送信して電話番号を識別し、ウェブページを整形することができる
。上記で論じたように、ページ内容の文脈情報を、上記方法に対して独立して、又は関連
させてのいずれかでさらに使用して、ウェブページ内の電話番号を識別することができる
。しかしながら、アドオン／プラグイン／ツールバー２１６は、“１５０００”又は“２
４”などの数字を電話番号と間違えることはない。
【００３７】
　いったん認識されると、アドオン／プラグイン／ツールバー２１６（又は代替的に、ペ
ージ整形部１０６）は、ウェブページの一部分５１０が表示される方法を変更することに
より電話番号にフラグ設定して（flags-up）、電話番号が表示される方法を変更し、かつ
／あるいはウェブページに関連する情報を挿入することができる。例えば、図６において
、ボックスが電話番号の周りに配置され、クリッカブルアイコンの形式のコントロールが
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挿入される。ユーザが上記アイコンをクリックした場合、Ｐ２Ｐアプリケーションが起動
され、電話番号がダイヤルされる。Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションは電話番号を使
用して、パケットベースのネットワーク１０２、ゲートウェイ１０８、及びＰＳＴＮ又は
モバイルセルラーネットワーク１１０を介して適切な電話との通話を確立することができ
る。
【００３８】
　本発明の好ましい実施形態に従い、アドオン／プラグイン／ツールバー２１６は、電話
番号を強調表示又はフラグ設定するだけではなく、いくつかの規則又は基準に依存して複
数の可能性から、電話番号がフラグ設定される方法をさらに選択する。好ましくは、規則
は、遠隔データベース、例えば規則ＤＢ１１４に実装される。この場合、表示されたペー
ジ内で１つ又は複数の電話番号を検出することに応じて、アドオン／プラグイン／ツール
バー２１６は、認識された番号のうち１つ又は複数のリストを含むクエリメッセージを組
み立て、インターネット１０２を介してデータベースに上記クエリを送信することができ
る。ページ整形部１０６は、次いで、上記規則に基づいてクエリ内の情報を評価し、複数
の考えられる利用可能な表示設定を用いて、各認識された番号について上記ページを表示
する方法を変更すべきかどうかについての命令を含む応答を組み立てる。上記の変更情報
がウェブページで再レンダリングされる。
【００３９】
　しかしながら代替的に、集中的に問い合わせ可能なデータベースに規則を記憶すること
の利点は上記規則がより容易に更新されることではあるが、規則の集合を、電話番号を検
出する前に前もって推測で読み出すことができ、あるいはより恒久的にエンドユーザ端末
１１２ａに実装することができる。さらに、ウェブページを変更することは、レンダリン
グ及び再レンダリングによるものである必要はないが、表示用に画面上に文書を実際にレ
ンダリングする前に下層のデータを変更することにより代替的に達成することができる。
規則（群）は、好ましくは、選択した表示設定が検出した電話番号の形式に依存するため
の規則を含む。例えば、規則は、無料の番号に対応する形式を有するどんな番号も特定の
方法で表示しながら、有料の番号を別の方法で表示するものであってよい。例えば、図６
において、“００８０”で始まる番号は非地理的な無料の電話番号であり、ボックス６０
０という特定のスタイルにより囲まれた太字テキストで表示され、一方で、“０８７１”
で始まる番号は支払いを負担する非地理的な番号であり、類似のスタイルのボックス６０
０の中に太字テキストを用いずに表示される。さらに、“０１”又は“０２”で始まる番
号は地理的な番号であり、非地理的な番号とは異なるスタイルのボックスで囲まれる。
【００４０】
　さらなる例として、ウェブページを表示する方法は、ユーザが表示の変更された部分に
関して特定のユーザインタラクションを実行すると、次いで上記表示が特定の方法で変化
するように、変更することができる。例えば、ユーザが無料通話“００８０”用に挿入さ
れた通話アイコンの上にマウスカーソルを動かすと、次いで上記番号が「無料通話」など
のメッセージで上書きされる。
【００４１】
　ウェブページを再レンダリングする命令の他の例には、ウェブページ上の番号（群）の
サイズを変更する命令と、会社情報又は価格情報などの各番号に関連する情報を表示する
命令と、番号が電話番号であることを示し、クリッカブル通話アイコンを提供する命令と
を含むことができる。別の例において、データベースはウェブディレクトリに対して番号
（群）を検索することができ、規則（群）は番号が誰に対応するかに依存して表示用の命
令を提供するためのものであってよい。さらに、単に番号又は検出された形式以外に、他
の情報をクエリにおいて送信することができる。随意的に、ユーザ、ウェブページ、及び
／又はエンドユーザ端末１１２ａに関する情報を考慮することができる。例えば、規則に
は、選択した表示設定が形式とユーザとの関連に依存するための規則を含むことができる
。例えば、ユーザがロンドンに住んでいる場合、“０２０７”で始まる番号は地理的な電
話番号以外にさらなる関連があると決定することができ、したがって別様に表示すること
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ができる。例えば、番号“０２０７”は特定の方法において強調表示され、一方で、番号
“０１２３４”は強調表示されない。別の例において、特定のウェブページの文脈を考慮
することができ、例えば、銀行のウェブページ上の番号は、口座番号が電話番号と同一の
形式を有する場合、無視することができる。
【００４２】
　図７Ａ～７Ｅは、電話ボックス６００の種々の例示的なデザインを図示する。図７Ａに
図示するように、電話ボックス６００には、電話番号６０４の種類を視覚的に示すアイコ
ン６０２を含むことができる。電話ボックス６００には、さらに、通話を開始するための
ボタン又はリンク若しくはクリック領域６０６（Click　to　Call）を含むことができる
。
【００４３】
　上述したように、規則及びスポンサーシップに基づいて、電話番号６０４がフリーダイ
ヤル番号ではない場合でさえ、選択した番号への通話を無料とすることができる。表示し
た番号６０４への通話が無料であることを示すために、区別可能なアイコン６０２を表示
することができる。一実施形態において、広告サーバコードが、整形された電話番号表示
に関連付けられたリンクに挿入される。ユーザが電話ボックス６００をクリック又は選択
してスポンサー提供された通話を開始するとき、挿入されたコードに基づいて、ある選択
された広告が広告サーバ１１６から読み出される。読み出される広告は、録音情報、録画
情報、Ａ／Ｖ記録情報、テキストのみの情報などであってよい。読み出した広告を、選択
した期間、典型的には秒単位でユーザに対して再生することができ、次いで、通話をイン
ターネット１０２、ゲートウェイ１０８、及びＰＳＴＮ／モバイルネットワーク１１０を
介して呼び出し相手に接続することができる。一実施形態において、読み出した広告、又
は別の広告の音声無し表示を、少なくともスポンサー提供された通話の有効期間の一部の
間、クライアントＵＩ２１８において継続することができる。
【００４４】
　一実施形態において、ユーザが通話に対する支払いをする意思がある（そうでなければ
スポンサー提供された通話となる）場合、広告を読み出してユーザに対して再生する処理
は省略することができる。このような場合、ユーザのアカウントは、通話のあて先と継続
時間とに従って請求される。ユーザは、Ｐ２Ｐクライアントアプリケーションを構成して
スポンサー提供される通話を無効にし、非フリーダイヤル通話についてユーザのアカウン
トに請求させることができる。代替的に、あらゆる通話の前に、Ｐ２Ｐクライアントアプ
リケーションは、ユーザがスポンサー提供される通話機能を使用したいか、あるいは通話
を請求されたいかをユーザに判断させるように構成することができる。さらに、広告サー
バは、スポンサーがスポンサー提供する通話を制御することが可能となるように構成する
ことができる。例えば、スポンサーは、外国への通話に対してスポンサー提供しないよう
に決定することができ、あるいは選択した地域から生じた通話をスポンサー提供するよう
に決定することなどができる。
【００４５】
　別の実施形態において、図７Ｃに表すように、スポンサーにより所望される場合、表示
される電話番号６０４についてのプリセット設定を介して、ロゴ６０８又は任意の画像若
しくは情報を電話番号６０４の隣に表示することができる。例えば、架空の電話番号６０
４がコカコーラ（登録商標）に関連し、コカコーラ社は、個別に識別した電話番号がブラ
ウザアプリケーション２１４により表示されるときはいつでも、自社のロゴを表示させる
ように希望することができる。別の実施形態において、スポンサーは、文書内の元の電話
番号から別の選択した番号へと変更するようにシステムを構成することができる。置換番
号は、エンドユーザ端末１１２ａの位置、及び／又は時刻、月等に基づいてデータベース
から選択することができる。さらに別の実施形態において、元の番号が表示上に電話ボッ
クス６００の中に残る。しかしながら、電話ボックス６００（あるいは電話ボックス６０
０の中のマーク付けされた領域６０６）がクリックされたとき、別の選択した番号がダイ
ヤルされる。
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【００４６】
　図７Ｄに表すようなさらに別の実施形態において、いくつかのスポンサーは、毎回１つ
又は複数の予め選択した番号がブラウザアプリケーション２１４により表示されるたびに
、特定のロゴ６０８又は他の情報を表示するように通信システム１００を構成する（又は
設定を提供する）ことができる。ロゴ及び他の情報を設定情報と共にデータベースに格納
して、ページ整形部１０６及び／又はアドオン／プラグイン／ツールバー２１６が特定の
スポンサー用の設定に従ってページを整形することを可能にすることができる。電話ボッ
クス６００がクリックされたときに呼び出すべき電話番号は、１日のうちの種々の時間に
おいて、１週間のうちの種々の曜日において、及びエンドユーザ端末１１２ａの位置に基
づいて異なる電話番号を電話ボックス６００に関連付けることができる方法で構成するこ
とができる。
【００４７】
　図７Ｅに表すようなさらに別の実施形態において、スポンサーは、文書内の選択した単
語を、ブラウザアプリケーション２１４により表示されるときに置換するように希望する
ことができる。例えば、デル（登録商標）株式会社が、予め選択した単語（例えば、「デ
ル」という単語の出現）を予め整形されたグラフィックス又は情報で置換するように希望
することができる。上記グラフィックス又は情報は、予め設定した基準に基づいてデータ
ベース又はサーバから選択することができる。一実施形態において、日付、時刻、エンド
ユーザ端末１１２ａの位置などを考慮して、ある選択した単語に代わって表示すべき情報
を選択することができる。例えば、デルが販売促進又は「日々の取引」を行う場合、こう
した情報を、ある選択した単語に代わって、特定の日又は時間において表示することがで
きる。さらに、電話ボックス６００は、スポンサーが構成したとおりの特定の電話番号を
呼び出すリンクか、又はインスタントメッセージングアプリケーションを介してオンライ
ンチャットを開始するリンクかのいずれかに変換することができる。さらにべつの実施形
態において、スポンサーは、特定の単語を、チャット用のリンク又は他のインターネット
リンクで置換するようにシステムを構成することができる。さらに別の実施形態において
、スポンサーは、特定の時間、曜日又は日付等において、特定の番号への呼び出しを無効
にするように希望することができる。
【００４８】
　種々の色彩及びフォント設計を用いて様々な種類の通話オプション及び電話ボックス６
００を表示することができる。一実施形態において、ユーザは、無料通話、有料通話、及
びスポンサー提供される通話に対して、アイコン、色彩設計、フォント等を構成すること
ができる。別の実施形態において、ユーザはスポンサー提供される通話オプションを無効
にすることができる。ユーザは、さらに、電話ボックス６００を含むためのウェブページ
の整形を無効にすることができる。
【００４９】
　上記記載は本発明の実施形態に向けられているが、他の、さらなる本発明の実施形態を
、本発明の基本的な範囲から逸脱することなく考え出すことができる。例えば、本発明の
態様は、ハードウェア又はソフトウェアにおいて、あるいはハードウェア及びソフトウェ
アの組み合わせにおいて実装することができる。本発明の一実施形態は、コンピュータシ
ステムと共に使用するプログラム製品として実装することができる。プログラム製品のプ
ログラム（群）は、（本明細書の記載の方法を含む）実施形態の機能を定義し、種々のコ
ンピュータ読取可能記憶媒体に含めることができる。例示的なコンピュータ読取可能記憶
媒体には、これらに限定されないが、（i）情報を恒久的に記憶する書き込み不可記憶媒
体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭドライブにより読取可能なＣＤ－ＲＯＭディスク、フラッシュ
メモリ、ＲＯＭチップ、又は任意の種類のソリッドステートの不揮発性半導体メモリなど
の、コンピュータ内部の読取専用メモリ装置など）、及び（ii）可変情報を記憶する書き
込み可能記憶媒体（例えば、ディスケットドライブ内のフロッピー(登録商標)ディスク、
ハードディスクドライブ、又は任意の種類のソリッドステートのランダムアクセス半導体
メモリ）を含む。上記のようなコンピュータ読取可能記憶媒体は、本発明の機能をなすよ
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うに指示するコンピュータ読取可能命令を担体する場合、本発明の実施形態となる。
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